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1日で5地域を巡るときのおすすめは、❺・❽・・・・・・・・
2日で5地域を巡るときのおすすめは、上記の10箇所 ＋❷・・・・・・・・・
※　  は山道を歩くので、トレッキングシューズなどの装備が必要です。　※　  は買い物ができます。
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良寛たずね道　八十八ヶ所巡り 検 索詳しくは、新潟県ホームページをご覧ください。
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良寛の生涯（年齢は数え年）
こ
こ
「
良
寛
の
里
」
は

心
温
か
な
良
寛
さ
ん
の
足
跡
が

数
多
く
残
る
地
域
で
す

り
ょ
う 

か
ん

そ
の
足
跡
を
た
ど
る

「
良
寛
た
ず
ね
道
」
で

「
良
寛
八
十
八
ヶ
所
巡
り
」
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

良
寛
さ
ん
の
面
影
に
触
れ
る
と
、

き
っ
と
、
あ
な
た
の
心
も
和
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
良
寛
の
里
」
は
、 

生
ま
れ
育
っ
た
「
出
雲
崎
」
、

越
後
に
帰
り
仮
住
ま
い
し
た
「
寺
泊
」
、 

定
住
期
間
の
長
か
っ
た
「
分
水
」
、

父
が
生
ま
れ
弟
と
親
交
を
深
め
た
「
与
板
」
、

そ
し
て
貞
心
尼
と
の
出
逢
い
と
遷
化
の
地
「
和
島
」…

こ
の
五
つ
の
地
域
か
ら
な
り
ま
す
。

良
寛
さ
ん
の
面
影
が
残
る
こ
の
地
を

た
ず
ね
歩
け
ば
、
今
も
な
お
私
た
ち
に
優
し
さ
を

届
け
て
く
れ
る
そ
の
ぬ
く
も
り
を

き
っ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

て
い 

し
ん 

に

せ
ん  

げ

１７５８（宝暦八年）　  1歳

出雲崎の名主・橘屋の長男（栄蔵）として生まれる。父

以南。母秀子（以南と結婚する前の名はおのぶ）

１７７０（明和七年）　13歳

この頃、大森子陽の塾三峰館で学ぶ。

１７７５（安永四年）　18歳

家を出て修行を始める。

１７７９（安永八年）　22歳

国仙和尚に随い備中円通寺に赴く。良寛の名をもらう。

１７８３（天明三年）　26歳

母秀子が亡くなる。

１７９１（寛政三年）　34歳

師の国仙和尚が亡くなる。その後、故郷を目指す。帰国

後は、郷本空庵などに転 と々暮らす。

１７９５（寛政七年）　38歳

父以南が京都桂川に身を投じ死す。

１７９７（寛政九年）　40歳

この頃五合庵に定住する。45～46歳の頃、密蔵院、

西生寺などに一時住む。

１８１０（文化七年）　53歳

弟由之に家財取り上げ所払いの判決が下る。

１８１６（文化十三年）59歳

五合庵を出て乙子神社草庵に移る。

１８２６（文政九年）　69歳

島崎の木村元右衛門の邸内庵室に移る。

１８２７（文政十年）　70歳

貞心尼が良寛さんを訪ねる。

１８３１（天保二年）　74歳

貞心尼、弟由之らに看取られ示寂。隆泉寺木村家墓

地に葬られる。　

※本ガイドに掲載されているデータは平成２9年2月現在のものです。その
後、内容が変更される場合がありますので、ご利用の際は事前にご確認
されることをおすすめします。

たちばなや

い  なん

し  よう　　　　 さん ぽう かん

びっちゅう　　　　　　　 おもむ

ごう もと

さい しょう  じ

ご　ごう  あん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつ ぞう いん

ゆう   し

おと　ご  じん  じゃ

じ  じゃく　 りゅうせん   じ



4 3

生
誕
の
地

出
雲
崎
は
、
江
戸
幕
府
の
直
轄
地
「
天
領
」
と
し
て
栄
え
、
北
前
船
も

寄
港
し
て
賑
や
か
に
人
と
物
と
が
行
き
交
っ
た
北
国
街
道
の
宿
場
町
。

そ
こ
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
良
寛
の
原
点
が
あ
る
。

出雲崎
（出雲崎町）

　一七
五
八
年
、出
雲
崎
町
の
名
主
橘
屋
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
良
寛（
栄
蔵
）は
、

十
八
歳
で
家
を
出
て
修
行
を
始
め
た
。二
十
二

歳
の
と
き
、国
仙
和
尚
に
随
って
岡
山
県
の
円

通
寺
に
赴
き
、仏
道
修
行
に
励
む
。三
十
四

歳
の
時
に
師
の
国
仙
和
尚
が
示
寂
す
る
と
、

そ
の
後
故
郷
を
目
指
し
た
。故
郷
に
戻
っ
た

後
は
、寺
を
構
え
る
こ
と
な
く
、空
い
た
庵

等
で
仮
住
ま
い
し
、托
鉢
行
に
よ
る
清
貧
の

生
涯
を
通
し
た
。

　
生
家・橘
屋
跡
に
は
日
本
海
を
望
む
良
寛

堂
が
立
ち
、生
家
の
菩
提
寺
、剃
髪
の
寺
な

ど
ゆ
か
り
の
地
を
は
じ
め
、遺
墨
や
関
連
の

品
を
展
示
す
る
良
寛
記
念
館
や
詩
歌
碑
な

ど
、良
寛
の
生
い
立
ち
と
人
と
な
り
に
触
れ

ら
れ
る
史
跡
が
出
雲
崎
に
は
多
数
あ
る
。

大正11年に、良寛の生家橘屋の
跡地に建てられた。日本画壇の
巨匠安田靫彦が浮御堂をイメー
ジして設計。堂の中に良寛の歌
碑が、境内に以南句碑がある。

❽良寛堂

ほっこく かいどう つま い

ちきりや跡、　木戸跡、　良寛逸話館、　赤坂山公園、　剣が峰　→次頁の地図に説明文あり

家の「妻」方向に玄関のある建物
が延々約4㎞にわたって続く、全国
的にも珍しい街並み。

14北国街道妻りの国街

良寛記念館の並びにあり、「にいがた景勝百選
の一位」に選定された公園。良寛像と詩歌碑
がある。

❻良寛と夕日の丘公園

良寛の遺墨と画壇の巨匠によ
る絵画等を通して、温かい心
の良寛に触れ合える。近代建
築の巨匠谷口吉郎博士の設
計により、昭和40年に開館。
（平成28年8月1日国有形登
録文化財登録）

❺良寛記念館

新築した妻入りの
建物。気軽に立ち
寄れる休憩所。

14北国街
　道妻り会館

出雲崎を再現した時代館や石油
記念館、レストラン、物産館、夕
凪の橋（海上橋）がある道の駅。
海を眺める栄蔵の像がある。

1街のの  越後出雲  天のの

良寛記念館の近くから西照坊に通ずる
山道。春先には可憐な山野草が咲く。

❸良寛の古街
良寛が帰郷後に幾度かここに仮住まいし
たという小さなお堂。良寛の歌碑がある。

❷西照坊

良寛堂の裏に母
の生まれた佐渡
を望む良寛像が
ある。

❾良寛堂から眺める佐渡

い
ず
も  

ざ
き

■時 9:00～17:00
■休 ４～10月 休館日なし　11～3月 毎週水曜日（祝日の場合は翌日）
■料 大人400円　高校生200円　小中学生100円
※団体割引は20名より適用・入館料免除制度あり
■電 ０２５８-７８-２３７０　■駐 あり

だいこく　や えんみょういんじょうげん じ

良寛の末の妹みかが嫁いだ浄土
真宗の寺。当時は海沿いにあった
が、平成26年に現在地に移転。
良寛の書簡の碑がある。

❹浄玄寺

良寛の詩を高く評価した大忍魯仙
が出家した曹洞宗の寺。良寛の詩
碑がある。

そう ぜん じ

双善寺

さいしょうぼう

良寛が得度して僧になった曹洞宗の寺。
17照寺

こうしょう じ

犯罪人の極刑も執行された処刑場跡。
榎の老木が当時を偲ばせる。

獄門跡
ごく もんあと

名主・橘屋と対立した町年寄・敦賀屋の
跡地は芭蕉園となっており、松尾芭蕉真
筆の「銀河の序」碑がある。

13芭園園（敦賀跡跡
ば しょうえん つる  が　や

江戸時代天領となった出雲崎に
は代官所が置かれた。何回か移
転したが、ここが最後の代官所
であった。

20代官跡
良寛が求めた和菓子「白雪羔」
を再現した菓子屋。

大黒賀
良寛生家の菩提寺。良寛の弟宥澄
が住職を務めた真言宗の寺。境内
に良寛の歌碑がある。

11明明

良寛が出雲崎を旅立つ時、ここで
家族、友人に別れを告げたとい
う。良寛の詩碑がある。

蛇崩れの丘園旅立ちの丘跡
良寛の生家橘屋山本家が神官を務
めた神社。大国主命を祀る。毎年6
月17日に出雲崎大祭が行われる。

❼石井神社

出雲崎町の良寛の史跡を案内す
る立ち寄りスポット。良寛の詩碑
や東屋がある。

❶良寛のの案内パーク
　後出雲

はくせつこう ゆうちょう

おおくにぬしのみこと

ろせん

■時 （4月～9月）9:00～18:00、（10月～3月）9:00～17:00
■休 年末年始　■料 無料　■駐 あり　■電 ０２５８-７８-370０

良寛たずね道　八十八ヶ所巡り 検 索詳しい情報は、新潟県ホームページをご覧ください。
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16

ちきりや跡

10 ちきりや跡

ちきりや跡

浄玄寺
円明院

浄玄寺

木戸跡
16 良寛逸話館　☎0258-78-2564

25 剣が峰

24 赤坂山公園

木戸跡

芭蕉園 ( 敦賀屋跡 )

芭蕉園（敦賀屋跡）

北国街道妻入り会館
北国街道妻入りの街並

北国街道妻入り会館

良寛逸話館 25 剣が峰

光照寺

光照寺

17

18

19

20

21

22

23

24

大黒屋
道の駅 越後出雲崎 天領の里

道の駅 
越後出雲崎 天領の里

代官所跡
獄門跡
蛇崩れの丘(旅立ちの丘)

獄門跡
蛇崩れの丘

（旅立ちの丘）

双善寺

双善寺 剣が峰へ

赤坂山公園

赤坂山公園

14

大黒屋

北国街道妻入りの街並

円明院

代官所跡

良寛逸話館

良寛生家の近隣に妓楼があっ
た。妓楼の主人は俳句もよむ
風流人で良寛の父・以南とも
交流があった。

コーヒーを飲みながら、ゆった
りと良寛にまつわる話が聞け
る。（開館日は要確認）

12 木戸跡
江戸時代に出雲崎町と尼瀬町
との境界として木戸があった
場所。道路の色違いが境界を
表す。

出雲崎と三島の境界の尾根。杉林の中に幾つかの石塔があり、
道端にはお地蔵様がある。良寛の頃にはよく利用された峠道。

昔、赤坂山は出雲崎から与板
に抜ける貴重な道であった。
良寛歌碑がある。

■タクシーのことなら
出雲崎交通
☎0258-78-2244

■観光宿泊のことなら
出雲崎町観光協会
☎0258-78-2291
FAX/0258-41-7322

■バスのことなら

■出雲崎町役場

北越後観光バス出雲崎案内所

〒949-4392　
三島郡出雲崎町大字川西140
☎0258-78-3111
FAX/0258-78-4483

☎0258-78-2032

道の駅
越後出雲崎
天領の里

ホッと情報館
陽だまり

■施設概要
　・天領出雲崎時代館
　・出雲崎石油記念館
　・物産館
　・レストラン「陣や」
■営業時間
時代館・石油記念館 9:00～17:00
物産館 9:00～17:00（冬期間時間変更あり）    
レストラン11:00～17:00（夏期時間延長あり）
■休館日：第 1 水曜日 (5月・8月無休）
　　　　　　及び年末年始
■入館料：大人（高校生以上）500円　       
　　　　　　　　　　　　　子供（小・中学生）400円
　※団体割引 20 名より適用。
■駐車場：あり

■営業時間：8:30～18:00
■休館日：12 月 29 日～1 月 3 日

出雲崎町の歴史、文化、観光案内と、お茶で
一休み、お気軽にどうぞ。

☎0258-78-4000

☎0258-94-5147

よりみちおすすめスポット

浜焼き

白雪羔

炭火でじっくりとあ
ぶった浜焼きは、イ
カ、魚、貝など種類
もいろいろ

良寛が愛好した押し
菓子。その他、良寛
せんべいや月のうさ
ぎなど良寛由来の銘
菓がいっぱい。

味
わ
うはくせつこう

沢田沢田

六郎女

川西

P

P

コンビニ

193

574

352

352

352

116

116

116402

5

4

3

2

1

10

1112
13

14

1516

17
18

19

20

21
22

23
25

24

98

7
6

↓

レンタサイクル有

いずもざき
海遊広場

（フィッシングブリッジ）

出雲崎
夕日ラ

イン橋

出雲崎
夕日ラ

イン橋

良寛の古道

良寛記念館
良寛と夕日の丘公園

石井神社

良寛堂から眺める佐渡
良寛堂

ちきりや跡

北国街道妻入り会館

道の駅
越後出雲崎 天領の里

蛇崩れの丘
（旅立ちの丘） 大黒屋

北国街道妻入りの街並

獄門跡

代官所跡

352

352
352

402

5

4

3

10

12 11

13
15

1718

19

16

20

21
22

98

7
6P

P

P

P
P

P
P

P P

〒

光照寺

木戸跡

円明院芭蕉園
( 敦賀屋跡）良寛逸話館

浄玄寺

14

住吉町

石井町

日本海

交番

出雲崎町
海岸公民館

500m

出雲崎地域良寛たずね道
案内マップ

N
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仮
住
ま
い
の
地

寺泊
（長岡市）

　
諸
国
放
浪
を
終
え
た
良
寛
が
越
後
に

戻
っ
た
最
初
の
宿「
郷
本
空
庵
」や
、少
年

時
代
学
ん
だ
塾・三
峰
館
の
師・大
森
子
陽

を
偲
ぶ「
弔
子
陽
先
生
墓
」の
詩
碑
な
ど
、

寺
泊
に
は
良
寛
ゆ
か
り
の
史
跡
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。破
れ
板
に
囲
ま
れ
た
粗
末

な「
郷
本
空
庵
」で
半
年
ほ
ど
暮
ら
し
た
の

ち
、各
地
を
転
々
と
し
た
。四
十
五
歳
の
頃

再
び
寺
泊
の
照
明
寺
境
内
の「
密
蔵
院
」

に
仮
住
ま
い
し
た
良
寛
。妹
む
ら
の
嫁
ぎ

先
か
ら
も
近
い
密
蔵
院
で
の
暮
ら
し
が
気

に
入
っ
た
と
み
え
、生
涯
に
三
度
ほ
ど
こ
こ

で
暮
ら
し
た
。詩
作
に
ふ
け
り
人
に
乞
わ

れ
る
ま
ま
に
自
由
で
滋
味
あ
ふ
れ
る
書
を

残
し
た
こ
の
地
に
は
、身
分
や
職
業
を
超

越
し
人
々
と
交
流
し
た
良
寛
ら
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

よく晴れた日の日本海はとても爽やかであり、その潮風は
良寛が仮住まいした時代と同様に心地よい。

照明寺から望む日本海
全長4.3㎞のウォーキングロードは徒歩で一周約
80分。コースの近くに聚感園や良寛ゆかりの照
明寺密蔵院などがある。

ウォーキングロード

県内外の観光客で連日にぎわう人気の観光スポット。新鮮で
安い魚介類などが並ぶ。

魚の市場通り

しょうみょうじ

しゅうかんえん

なつ ど ほんこう  じ

寺泊に嫁いだ妹のむらは良寛が五合庵などに住んでいた
頃、身の周りの世話をした。日蓮宗法福寺に墓がある。

良寛の妹むらの墓（法福寺）
ほう ふく  じ

大森子陽は良寛が少年時代に学んだ三峰館の師。寺泊当新田に墓がある。
良寛の詩碑がある。

大森子陽の墓
おおもり　し  よう

真言宗照明寺の境内に
は、簡素至極な風情をた
たえる密蔵院がある。良
寛は生涯のうち３度仮
住まいした。良寛の詩歌
碑と像がある。

照明寺 密蔵院
しょうみょうじ みつぞういん

菊屋五十嵐家の邸宅跡。鮮やかな緑と石の
調和が見事な園内で散策が楽しめる。

聚感園

ごう  もと  くう あんあと

円通寺から故郷に戻った良寛の最初の仮住ま
いがあった場所。曹洞宗玄徳寺の境内に良寛
空庵跡碑と詩碑がある。

郷本空庵跡

浄土真宗の寺。胃腸薬金証丸の製造販売をして
いた。晩年の良寛もこの薬を服用していた。良寛
の歌碑がある。

夏戸の本光寺

土
地
の
名
が
示
す
と
お
り
由
緒
あ
る
寺
が
多
い
寺
泊
。

奈
良
の
高
僧
行
基
が
開
い
た
と
言
わ
れ
る
西
生
寺
を
は
じ
め

と
し
た
古
刹
や
良
寛
ゆ
か
り
の
史
跡
が
点
在
し
て
い
る
。

て
ら
ど
ま
り

ぎ
ょ
う
き

さ
い
し
ょ
う
じ

の づみ　　 たいし  いわ たていわ

かつては海中にあったといわれる巨岩。
太子岩の前には良寛の歌碑がある。

野積の太子岩（立岩）

さいしょう  じ

日本最古の弘智法印の即身仏で知られる真言宗の古刹。一時期良
寛が仮住まいした。弘智法印即身仏のご開帳は拝観料が必要。

西生寺

ご
う
も
と

し 

よ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

み
つ
ぞ
う
い
ん

きんしょうがん

げんとく  じ

こう  ち ほういん

良寛たずね道　八十八ヶ所巡り 検 索詳しい情報は、新潟県ホームページをご覧ください。



高
速

船
「

あ
い

び
す

」
寺

泊
←→

赤
泊

65
分

長岡市トキと
自然の学習館

郷本川

郷本海水浴場

金山海水浴場

寺泊中学校

大河津小学校

寺泊水族博物館

寺泊支所

佐渡汽船のりば

みなと
公園

寺泊海岸温泉

中央海水浴場

交番

大
河
津
分
水
路

寺泊野積郵便局

ふれあいパーク
てまりの湯

国上山
朝日山展望台

夕ぐれの岡

菅原神社
阿部家

原田鵲斎旧宅跡 真木山ふれあいセンター

野積海水浴場 獅子ヶ鼻

雨乞山

弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

越後七浦シーサイドライン

寺泊小学校

〒

〒

寺泊温泉

さくらの湯

きんぱちの湯
コンビニ

太古の湯

寺泊
文化センター

コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

夏戸

当新田

野積

道の駅 国上

国上寺

本覚院

河川公園
SOWA 美術館

五合庵

乙子神社草庵

P

P

169

169

277

276

549

549

561

2

2
68

22

22

22

116

402

402文

文

文 寺
泊
駅

桐原駅

分
水
駅

越後線

越
後
線

寺泊地域

34

35

36

大森子陽の墓
夏戸の本光寺
郷本空庵跡

郷本空庵跡

26

27

30

31

32

西生寺
野積の太子岩（立岩）

西生寺

野積の太子岩（立岩）

魚の市場通り
ウォーキングロード
良寛の妹むらの墓（法福寺）
照明寺 密蔵院
照明寺から望む日本海

33 聚感園 

寺泊民俗資料館

36

35

31
32

26

34

27

30

33

夏戸の本光寺

大森子陽の墓

日本海

冬
期
間
は
閉
鎖

寺泊地域良寛たずね道
案内マップ

28

28

29

29

渡部橋

野積 橋

大
河
津
橋

敦ヶ曽根南

渡部

寺泊白岩

松沢町

新道三差路

野積橋北詰

双川橋

みなと公園

寺泊体育館

中央海水浴場

交番

寺泊小学校

〒

長岡市 与板消防署
寺泊出張所

中央海浜公園

寺泊文化センター

PP

P

P

佐渡汽船のりば

寺泊水族
博物館

金山海水浴場

聚感園

坂井町

松沢町

寺泊民俗資料館

30

32

28

照明寺 密蔵院

照明寺から望む日本海

良寛の妹むらの墓（法福寺）

寺泊 魚の市場通り

ウォーキングロード

文

402402

402

22

至 郷本

至 野積

日本海

しゅうかんえん

寺泊港入口
新道三差路

29

22
寺泊郵便局

寺泊観光協会

寺泊海岸
温泉

高速船「あいびす」寺泊←→赤泊 65 分

31

きんぱちの湯

コンビニ

33
コンビニ

寺泊支所

N

寺泊
水族博物館

魚の市場通り

■開館時間：9:00～17:00
　　　　　　　 （入館16:30まで）
■休館日：不定休
(水族館HPにて確認または事前問合せ）
■入館料：大人（高校生以上）700円

　　　　　中学生 450 円

　　　　　小学生 350 円

　　　　　幼児（3 才以上）200 円
※団体料金は 20 名より適用。
※障害者割引・料金免除者制度あり
■駐車場：あり

■営業時間 :8:30～17:00
　　　　　　　(日曜は8:00～）
■駐車場：あり（大型バス30台、普通車 800台）

☎0258-75-4936

☎0258-75-3363
（寺泊観光協会）

番屋汁

塩たき
羊羹

浜の番小屋で漁師た
ちが食べていた番屋
鍋をアレンジ。旬の
野菜と魚介を味噌仕
立てでいただく具だ
くさん汁。
甘さを押さえ、隠し
味に磯の香りをきか
せた隠れた銘菓。

よりみちおすすめスポット

味
わ
う

■タクシーのことなら
寺泊交通
☎0258-75-3121
大河津タクシー
☎0256-97-2079

■観光のことなら
寺泊観光協会

■長岡市役所 寺泊支所（産業建設課）
〒940-2592　
長岡市寺泊烏帽子平1977-8
☎0258-75-3105
FAX/0258-75-2238☎0258-75-3363

■バスのことなら
越後交通寺泊バスセンター
☎0258-75-3141

500m10 9
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定
住
の
地

分水
（燕市）

■時 9:00～16:30　■休 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
■料 大人300円、学生200円、小中学生100円　※団体割引あり
■電 ０２５６-９７-２４２８　■駐 あり

開山1300年の越後最古の真言宗の名刹。
酒呑童子や源義経・弁慶伝説も残る。良寛
ゆかりの五合庵はこの寺の敷地内にある。良
寛歌碑と良寛像がある。

展望台から大河津分水と新潟平野、遠くは越後三山を見渡す
ことができる。公園の内外に良寛歌碑群と良寛像がある。朝
日山展望台と五合庵を結ぶ千眼堂吊り橋もある。

朝日山展望台と千眼堂吊り橋

五合庵、乙子神社草庵時代の遺墨や遺品をはじめ、様々な関
連資料を展示。庭に良寛の像や歌碑などもある。

燕市分水良寛史料館
つばめ し  ぶん すい

国上寺
こく じょう じ

詩的風景が拡がる山
中に静寂に包まれ佇
む庵。良寛が40歳頃
から定住し、20年ほど
をここで過ごした。良
寛句碑や万元上人の
墓がある。

五合庵
ご  ごう あん

良寛が托鉢の行き帰りによく立ち寄って親し
くしていた浄土真宗の寺。住職の奥様から贈
られたきれいな毬３箇を良寛は大切に使っ
た。良寛詩碑がある。

大蓮寺
だいれん  じ

ことに夕映えが美しいことから名づけられた。
托鉢を終えた良寛が夕暮れにこの地で一息
ついて五合庵への山道を登って行った。万元
上人の歌碑がある。

夕ぐれの岡
ゆかりの解良家で良寛が鍋ぶたに書いた「心
月輪」の書は、良寛の書の中でも美しくのび
のびとした書として評価が高い。

心月輪の碑
しんげつりん

かんしょう   じけ　ら

せんがんどう本覚院は良寛が五合庵に定住する前、仮住
まいした真言宗の寺である。良寛の詩歌碑
がある。

本覚院と月見坂

すがわら

阿部家の近くの小高い岡の上にある神社。良
寛もよく参拝した。良寛の歌碑がある。

菅原神社
主に良寛の歌集「ふるさと」から抜粋した歌の
歌碑が地蔵堂本町の商店街に多数ある。

本町通り歌碑群
く  がみ

山側の公園に良寛像がある。ドライブの疲れを
癒やす無料休憩所や源泉100％の足湯「酒呑
童子の湯」（無料）、食事処や売店、地元野菜
の直売所など家族で楽しめる。日帰り温泉施
設「てまりの湯」も併設。

道の駅 国上

村上藩の庄屋役を務めた解良叔問は
良寛と親交があった。良寛庇護者の
一人。良寛はたびたび解良家を訪問
した。解良栄重は「良寛禅師奇話」を
書き残した。門前に良寛の句碑があ
る。個人宅。

解良家

ほんがく いん　 つき み さか

原田鵲斎、正貞親子とも医を
業としながら詩文の才があ
り、良寛と親交があった。良
寛歌碑がある。

原田鵲斎旧宅跡

地蔵堂の町年寄で酒造業を営
む。良寛の父以南の実家新木家
と親戚。良寛が三峰館（大森子陽
塾）に通っていた時、寄宿してい
た。個人宅。

中村家
がんのう かく

大庄屋富取家が建立し、寄進し
た。良寛の弟子遍澄が４代目の住
職を務めた。遍澄の歌碑がある。

願王閣

渡部の庄屋で酒造業も営む。阿
部定珍と酒を酌み交わしながら歌
を詠み合うなど親交があった。良
寛庇護者の一人。門前に良寛の
詩碑がある。個人宅。

阿部家
良寛が53歳の頃に一時仮住まい
した真言宗の寺。現在は寺の建
物はなく、解良栄重ほか解良一門
の墓所がある。

観照寺

おと  ご

良寛59歳の時、五合庵から移り住んだ。ここでの10年間が良寛芸術
の円熟期とされる。最古の良寛の詩歌碑がある。

乙子神社草庵

見
渡
す
限
り
広
が
る
新
潟
平
野
を
洪
水
か
ら
守
り
、
人
々
に
恵
み
を

も
た
ら
す
「
大
河
津
分
水
」
で
有
名
な
こ
の
町
は
、
良
寛
が
修
行
し
、

そ
の
芸
術
（
詩
歌
・
書
等
）
が
円
熟
を
迎
え
た
地
で
も
あ
る
。

お
お
こ
う  

づ  

ぶ
ん
す
い

　
厳
し
い
修
行
と
諸
国
行
脚
の
末
、

導
か
れ
る
よ
う
に
国
上
山
の
中
腹
に

あ
る
五
合
庵
に
移
り
住
ん
だ
良
寛
。

森
の
中
に
あ
る
極
め
て
簡
素
な
草
庵

で
二
十
年
ほ
ど
の
時
を
過
ご
し
た
後
、

文
化
十
三
年（一八一六
） 

良
寛
五
十
九

歳
の
と
き
、乙
子
神
社
草
庵
に
移
り
住

ん
だ
。理
由
は
五
合
庵
へ
の
山
坂
の
上

り
下
り
が
老
身
に
こ
た
え
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
托
鉢
修
行
で
生
活
の
糧
を
得
て
、自

然
や
子
供
た
ち
を
愛
し
、人
の
心
に
寄

り
添
う
慎
ま
し
や
か
な
暮
ら
し
の
中

で
磨
か
れ
た
感
性
は
数
々
の
詩
歌
や

書
を
生
み
、そ
の
芸
術
性
は
こ
の
時

期
、円
熟
期
を
迎
え
る
。限
り
な
く
お

お
ら
か
で
深
い
人
間
愛
に
溢
れ
る
良

寛
芸
術
。そ
の
神
髄
は
数
々
の
詩
歌
や

書
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

たたず

しゅてんどう  じ

さだよし

よししげ

へんちょう

じゃくさい

良寛たずね道　八十八ヶ所巡り 検 索詳しい情報は、新潟県ホームページをご覧ください。



真木山ふれあいセンター

寺
泊
駅

分
水
駅

ふれあいパーク
てまりの湯

道の駅 国上

燕市分水
ビジター
サービスセンター

さくらの湯
鴨原多目的

運動広場

分水北小学校

分水小学校

大河津小学校

分水高校

大河津分水さくら公園

敦ヶ曽根郵便局

大河津郵便局

信濃川大河津資料館

分水郵便局

国上郵便局

分水中学校

駐在所 長善館史料館

粟生津小学校

広
域
農
道

大河津分水路

桜並木

渡部橋

大
河
津
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越
後
線

越
後
線
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51
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52
53

48

46

42

49

43

44

3839
37

41

40

45

47

牧ヶ花

中島

地蔵堂

真木山

渡部

渡部

国上

石港

太田

渡部

新橋

中央通り

興野

笈ヶ島

一ノ山

敦ヶ曽根北

北曽根

敦ヶ曽根南

分水

コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

分水地域
46

解良家

国上寺

国上寺

五合庵

五合庵

本覚院と月見坂

本覚院と月見坂

乙子神社草庵

乙子神社草庵

朝日山展望台と
千眼堂吊り橋

朝日山展望台と
千眼堂吊り橋

菅原神社

菅原神社

阿部家

阿部家

47

48

49

50

51

52

53

54

観照寺
大蓮寺

原田鵲斎旧宅跡

燕市分水良寛史料館
本町通り歌碑群
中村家
願王閣
心月輪の碑

37

38

39

40

41

42

43

44

45

解良家

観照寺

大蓮寺

原田鵲斎旧宅跡

燕市分水良寛史料館
本町通り歌碑群本町通り歌碑群

中村家
願王閣心月輪の碑

夕ぐれの岡

夕ぐれの岡
道の駅 国上

P

燕市分水
ビジターサービス
センター

燕市国上
勤労者体育センター

41
朝日山展望台と
千眼堂吊り橋

千
眼
堂
吊
り
橋

40

国上寺

五合庵
本覚院と月見坂

乙子神社草庵

渡部橋
渡部

405

405

38
39

37

道の駅
国上

てまりの湯

■施設概要：ふれあいパーク久賀美
　　　　　  国上健康の森公園
　　　　　  足湯「酒呑童子の湯」
■営業時間：9:00～17:00
　※食事提供は11:00～16:30（平日は15：30まで）
■休館日：毎週月曜日(祝日の場合は翌日）
　　　　  及び年末年始
■駐車場：あり

☎0256-97-2195
■開館時間：9:00～16:00
■休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　 年末年始
■入館料：無料

■営業時間:10:00～21:00
　(入館受付は閉館30分前まで）
■休館日：毎月第２・第４月曜日
　(祝日の場合は翌日）
■入館料
　・10:00～17:00
　　大人500円・小中学生300円
　・17:00～21:00
　　大人300円・小中学生100円
　※バスタオルは別途50円
■駐車場：あり

☎0256-98-0770

☎0256-97-1755

よりみちおすすめスポット

信
濃
川

おこわ
だんご

燕三条
ラーメン

中は甘く外はしょっ
ぱい、しょうゆ味の
おこわに餡入り団子
を入れたこの地域の
名物。
進化を続けるご当地
グルメとして有名。
背脂こってりスープ
に極太麺が特徴。

味
わ
う

大河津分水に関する歴史や様々な資料を
展示。防災の大切さを体感できる体験
コーナーもある。

■タクシーのことなら
地蔵堂タクシー
☎0256-97-2116

■観光のことなら
燕市観光協会
☎0256-64-7630

■バスのことなら
越後交通三条営業所
☎0256-38-2215

■燕市役所（商工振興課）
〒959-0295　
燕市吉田西太田 1934
☎0256-92-1111
FAX/0256-92-2112

分水地域良寛たずね道
案内マップ N

500m14 13



16 15

父
の
生
誕
地

父
が
生
ま
れ
弟
が
世
間
を
憚
り
な
が
ら
暮
ら
し
た
与
板
へ
と
、
何
度
も

足
を
運
び
歌
を
詠
ん
だ
。
豪
商
三
輪
家
（
大
坂
屋
）
、
山
田
家
（
和
泉

屋
）
と
の
親
交
も
深
く
所
縁
の
史
跡
が
残
る
。

与板
（長岡市）

江戸時代、信濃川の河川交易で
財をなした大坂屋・三輪家の別
荘。三輪左一は良寛の胸中を最も
よく理解した友人である。良寛の
詩歌碑がある。

三輪家別荘 楽山苑

■時 9:00～21:00
■休 年末年始（12月28日～1月3日）
■料 無料　施設（楽山亭、積翠菴）を
利用する場合は有料・要予約
■電 0258-72-3201

（長岡市役所与板支所産業建設課）
■FAX 0258-72-3341　■駐 あり

■時 9:00～17:00　■休 年末年始（12月28日～1月4日）
■料 大人300円、小中学生150円　■電 ０２５８-７２-２０２１　■駐 あり

■電 ■FAX 0258-72-4161　■時 10:00～16:00
■休 毎週月曜日（祝日は営業）／冬期間休業

曹洞宗の寺。良寛の父の生家新木家や三輪家の菩提寺。住
職の大機和尚は良寛とも親しく、良寛の葬儀の際、導師を務
めた。維馨尼や三輪左一の墓、良寛詩碑がある。

徳昌寺

父の後を継いで名主になった弟・由之は所払いになり晩
年は与板に隠栖した。一時この場所（扇屋中川家跡）に
伏屋を建てて住んだ。

弟由之隠栖遺跡良寛にまつわる詩歌碑が
十数基も点在する旧黒川
沿いの河川緑地公園。良
寛と与板の人と土地の深
い交流が垣間見える。

良寛詩歌碑公園
　「いしぶみの里」

徳昌寺の維馨尼の墓碑の近くに維馨尼桜と
呼ばれる美しい枝垂れ桜がある。

維馨尼桜

直江兼続とその妻お船のふるさと与板ならではの資料が展示
されている歴史民俗資料館。良寛の遺墨も展示されている。

兼続お船ミュージアム（与板歴史民俗資料館）
かねつぐ

い きょう に ざくらとく しょう じ

み　わ　

あら　き　け  あと

つ  の

ゆう  し  いんせい い せき

れんしょう   じみょうがん じしお の  いりとうげ

よ  いたじゅうご　や こう  ど いずみ　やおおさか とう  ば

らく ざんえん

せん

与板の情報発信交流施設。観光案内をしてく
れるガイドの受付、「越後与板打刃物」などの
与板地域の各種特産物の展示を行っている。

まちの駅　よいた
石で作った道しるべが建ってい
る。良寛も与板から出雲崎へ向か
うときに通ったと言われている。

大坂塔婆

新黒川水門に良
寛詩碑がある。眼
前には信濃川と
弥彦山が望める。

新黒川水門良寛詩碑

毎年9月の十五夜の時期に行わ
れる都野神社の秋季大祭。江戸
時代から続く登り屋台が奉納さ
れる。良寛も楽しんだ祭り。

与板十五夜まつり
越後屈指の大豪商大坂屋三輪
家と豪商和泉屋山田家が船運
業で利用した河渡跡。

大坂屋河渡・和泉屋河渡
和泉屋山田家の９代太郎兵衛
重翰（号は杜皐）は良寛と親交
があった。蓮正寺に山田杜皐の
墓がある。

和泉屋山田家跡

島崎と与板の間にある峠の旧
道。島崎の良寛と与板に住む弟
の由之は急な坂のこの峠を歩い
て行き来した。良寛歌碑がある。

塩之入峠と旧道
浄土真宗の寺。墓地に「一蓮塔」
が刻まれている墓石がある。扇屋
中川家の菩提寺でもある。

明元寺
浄土真宗の寺。父・以南の妹の嫁
ぎ先であり、良寛もしばしば訪れ
た。境内に、「自然」、「法爾」が刻
まれている墓石がそれぞれある。

蓮正寺

与板の割元庄屋であり、良寛の父・以南の
生家跡。以南の句碑もある。

新木家跡

与板の総鎮守として古くから信仰
される神社。良寛の詩碑がある。

都野神社

は
ば
か

よ   

い
た

　
良
寛
の
父・以
南
は
城
下
町
与
板
の
割

元
庄
屋
新
木
家
の
出
身
で
縁
者
も
多
く
、

そ
の
た
め
良
寛
も
幼
い
頃
か
ら
こ
の
地
に

度
々
通
っ
た
。豪
商
と
し
て
知
ら
れ
る
三
輪

家
の
左一と
は
歌
や
学
問
を
通
じ
て
親
交

を
結
び
、そ
の
思
い
出
を
伝
え
る
歌
碑
も

「
楽
山
苑
」に
残
る
。ま
た
、良
寛
の
生
家・

山
本
家
が
没
落
し
名
主
で
あ
っ
た
弟
・
由

之
が
全
て
を
喪
い
松
下
庵
に
隠
栖
す
る
よ

う
に
な
る
と
、良
寛
が
身
を
寄
せ
て
い
た
和

島
の
木
村
家
か
ら
険
し
い「
塩
之
入
峠
」

を
越
え
て
度
々
会
い
に
訪
れ
た
と
い
う
。貞

心
尼
と
と
も
に
晩
年
の
心
の
支
え
と
も
い

え
る
弟
と
の
対
面
を
妨
げ
る
峠
が
の
ち
に

改
修
さ
れ
た
時
、良
寛
は
長
歌
に
も「
夢
の

よ
う
だ
」と
素
直
な
そ
の
気
持
ち
を
詠
み

喜
ん
だ
。

し
ょ
う
か
あ
ん

しげもと と こう

じねん

たい き

ほうに

良寛たずね道　八十八ヶ所巡り 検 索詳しい情報は、新潟県ホームページをご覧ください。



与板消防署

塩之入
トンネル

至 阿弥陀瀬
トンネル

至 和島地域

至 和島地域

信濃川

黒川

与板警察署

与板維持
管理事務所

光源寺志保の里荘

越の湯旅館

与
板
橋

与板小学校

与板支所

与板郵便局 大坂屋跡

与板幼稚園

与板中学校

愛宕神社

城山 与板城跡

管理棟

塩之入峠歌碑

うまみち
森林公園

キャンプ場

本与板城跡

正徳館高校

水門

本願寺
新潟別院

与板河川緑地

グラウンド

与板体育館

本与板

馬越

塩之入

与板

東与板

22

22

69

378

274

274

403

403

403〒

文

文

文

コンビニ

管理棟脇の
山道を約15分登る。

兼続お船
ミュージアム

（与板歴史民俗資料館）

塩之入温泉

志保の里荘

■営業時間：9:00～17:00
■休館日：年末年始(12/28～翌年1/4）
■入館料：大人300円・小中学生150円
※就学前の幼児は無料、団体料金は10名より
適用※入館料免除制度あり
■駐車場：あり

■営業時間:（3月～12月）9:00～19:00
　　　　　　（1月～ 2月）9:00～17:00
■休館日：毎週月曜及び年末年始
　　　　　（12/28～翌年1/2）
　　　　　（月曜日が祝日の場合は営業）
■入館料：高校生以上500円

　　　　 小中学生200円
　●4月～12月の夜間（17：00以降）
　　　　　高校生以上300円

　　　　　小中学生100円
■駐車場：あり

☎0258-72-2021

☎0258-72-4649

良寛
いつわめし

大判焼

良寛さんにまつわる
逸話の食材を集めた
精進弁当で、製塩
「越乃塩」も使う。

与板の大判焼はそ
の大きさで有名。
厚さ5cmでボリュー
ム満点。（夏期休業）

味
わ
う

■長岡市役所　与板支所
〒940-2492　
長岡市与板町与板甲134
☎0258-72-3100
FAX/0258-72-3341

■観光のことなら
与板観光協会
（長岡市役所与板支所産業建設課内）
☎0258-72-3201

■バスのことなら
越後交通寺泊バスセンター
☎0258-75-3141
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P

P

P

P

P

P
与板地域

都野神社

都野神社

与板十五夜まつり

与板十五夜まつり

新木家跡

維馨尼桜

新木家跡

徳昌寺

徳昌寺

弟由之隠栖遺跡

弟由之隠栖遺跡

明元寺

明元寺

蓮正寺

蓮正寺

兼続お船ミュージアム
（与板歴史民俗資料館）

兼続お船ミュージアム
（与板歴史民俗資料館）

良寛詩歌碑公園「いしぶみの里」

「いしぶみの里」
良寛詩歌碑公園 大坂屋河渡・和泉屋河渡

大坂屋河渡・和泉屋河渡

和泉屋山田家跡
大坂屋三輪家別荘 楽山苑

大坂屋三輪家別荘 楽山苑

まちの駅 よいた
新黒川水門良寛詩碑

新黒川水門良寛詩碑
大坂塔婆
塩之入峠と旧道

塩之入峠と旧道（山道）
徒歩約30分

大坂塔婆
この先

維馨尼桜

まちの駅 よいた

和泉屋山田家跡

↓

よりみちおすすめスポット

天地人通り天地人通り

天地人通り 本与板

稲荷町

堂前

仲町

東橋西詰橘橋西詰

星殿橋西詰

支所入口

上町
千体橋

別院橋西詰

与板橋西詰

500m

与板地域良寛たずね道
案内マップ
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遷
化
の
地

せ 

ん

　
　げ

法
弟
の
遍
澄
や
島
崎
村
（
現
長
岡
市
）
の
木
村
元
右
衛
門
の
勧
め
で
移

り
住
ん
だ
こ
の
地
で
良
寛
は
貞
心
尼
や
多
く
の
村
人
と
出
逢
い
、
心
穏

や
か
な
晩
年
を
送
る
。

和島
（長岡市）

良寛が子どもたちとかくれんぼをしたり、盛夏に涼を
求め足を運んだ神社。良寛詩歌碑がある。六夜祭り
の「弓踊り」が有名で、毎年8月16日夜に巡行が行わ
れる。

宇奈具志神社

良寛と貞心尼が清らかな師弟愛で唱和した歌を集めた「はち
すの露」にちなんで名付けられた通り。はちすば通りには庵室
跡や墓など多数の史跡が点在する。

はちすば通り

浄土真宗の寺で木村家の菩提
寺。良寛と弟・由之の墓が並
ぶ。大蔵経碑と良寛像がある。

隆泉寺・良寛墓碑
りゅうせん  じ

う　な　 ぐ　し

良寛と愛弟子・貞心尼の詩歌の書を中心に、ゆかりの文人墨客の作品
を含めて展示。隣接する茶室の「指月亭」までの回廊は四季折々の美
しい風景が楽しめる。館内に良寛と貞心尼の像がある。

良寛の里美術館

きり はら　いそべ

良寛が晩年、咲き誇る藤の
花を詠んだ歌碑がある。

桐原石部神社

和銅年間開基の真言宗の
古刹。良寛の法弟遍澄法
師の墓がある。7月1日の
灸点（お灸）で有名。

妙徳寺

へんちょうほう  し しま ざきばし ちょうぞう

く　 の すけ
良寛と親交があった桑原
家は医を業としていた。
個人宅。

桑原家
16歳の時、良寛の弟子
となった遍澄法師の生
家跡。

遍澄法師生家跡
水上交通が盛んだった島
崎川にかかる島崎橋があ
り、脇に良寛歌碑がある。

島崎橋良寛歌碑

床屋長蔵、豆腐屋九之助
は良寛と親交があった。 

床屋長蔵
豆腐屋九之助

周辺には良寛像と歌碑が多数点在している。地元特
産のガンジーミルクを使用したスイーツが味わえる喫
茶コーナーがある。

和らぎ家周辺歌碑群

江戸時代からの酒蔵。良寛の書「天上大風」
と「心月輪」を酒銘にして販売している。

池浦酒造
築180年の古民家を移築した地域交流センター。
郷土料理が楽しめる食事処、地元物産コーナー
がある。道の駅良寛の里わしまが隣接。

もてなし家と道の駅 良寛の里わしま
や

ややわみょうとく　じ

良寛は塩之入峠の行き帰りに幾度となく
山田家に立ち寄るなど、親交があった。庭
には枝垂れ桜の老木がある。個人宅。

山田家の桜

籠田にある熊野神社には、美しい椿が
群生している「椿の森」がある。そばを
流れる川は水上運送の発着点であっ
た。良寛の歌碑がある。

椿の森（熊野神社）

良寛は69歳のとき、乙子神社草庵から
木村家の庵室に移住し、晩年を過ごし
た。貞心尼とはここで出逢い、最期は弟
由之や、遍澄、貞心尼らに看取られ74歳
の生涯を閉じる。良寛禅師庵室跡碑があ
る。個人宅。

木村家・庵室跡

へ
ん
ち
ょ
う

ほ
う
て
い

■時 9:00～17:00　■休 年末年始　■料 大人500円、小中学生300円 
■電 0258-74-3700　■駐 あり

六
十
九
歳
に
な
っ
た
良
寛
は
厳
し
い
暮
ら

し
や
老
齢
を
心
配
し
た
周
囲
の
人
の
勧
め

に
よ
り
、十
年
ほ
ど
暮
ら
し
た
乙
子
神
社

草
庵
か
ら
木
村
家
離
れ
の
庵
室
に
移
っ

た
。終
の
住
処
と
な
っ
た
こ
の
地
で
、良
寛

は
貞
心
尼
と
出
逢
う
。時
に
良
寛
七
十

歳
、貞
心
尼
三
十
歳
。手
ま
り
遊
び
に
た

と
え
た
和
歌
を
詠
み
か
わ
し
た
の
を
機
に

始
ま
っ
た
二
人
の
清
ら
か
な
師
弟
愛
は
良

寛
が
七
十
四
歳
で
遷
化
す
る
ま
で
続
い

た
。足
掛
け
六
年
間
続
い
た
心
安
ら
か
な

交
友
の
様
子
は
、そ
の
と
き
交
わ
し
た
相

聞
歌
、歌
集「
は
ち
す
の
露
」に
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。和
島
に
は
こ
の
清
ら
か
な

師
弟
愛
に
ち
な
ん
で「
は
ち
す
ば
通
り
」と

名
付
け
ら
れ
た
通
り
が
あ
り
、良
寛
が
晩

年
を
過
ご
し
た
庵
跡
や
墓
な
ど
十
数
カ
所

の
史
跡
が
点
在
す
る
。

つ
い
　
　
す
み
か

島崎橋周辺の風景

へんちょう

かごだ

良寛たずね道　八十八ヶ所巡り 検 索詳しい情報は、新潟県ホームページをご覧ください。
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和島小学校

和島支所

繁慶寺

北辰中学校八幡林遺跡

ヨネックス
カントリークラブ

和島幼稚園

小島谷駅

越後線

越後線

越
後
線

和島北野

三瀬ヶ谷

黒坂

上桐

荒巻小島谷

東保内

両高

根小屋

島崎

至 塩之入
トンネル

文

文

274
574

192

574

410

169

69

69

277

116

116

402

83

地域交流センター
「もてなし家」
（レンタサイクル有）

道の駅 良寛の里わしま

塩之入峠旧道（山道）
徒歩約 30 分

至 与板地域

北辰中学校

長岡市和島
野球場

文

P

P

P

574

69

116
地域交流センター「もてなし家」

道の駅 良寛の里わしま

島崎橋良寛歌碑

豆腐屋九之助

床屋長蔵
菊盛記念美術館

茶室
指月亭

新田公会堂

良寛像
歴史民俗資料館

和らぎ家

木村家・庵室跡

遍澄法師生家跡

桑原家

隆泉寺・良寛墓碑

妙徳寺

はちすば通り

良寛の里美術館

和らぎ家周辺歌碑群86

85 84
82

81

74 76 75
77

79 78

島崎

北辰中学入口

83

宇奈具志神社 80

交番

72

73

74

75

76

77

78

79

和島地域
山田家の桜

山田家の桜

島崎橋良寛歌碑

豆腐屋九之助
床屋長蔵

木村家・庵室跡
遍澄法師生家跡
桑原家

隆泉寺・良寛墓碑80

81

83

82

84

85

86

87

宇奈具志神社

88

桐原石部神社

桐原石部神社

妙徳寺
はちすば通り
良寛の里美術館
和らぎ家周辺歌碑群
もてなし家と
道の駅 良寛の里わしま

池浦酒造

池浦酒造

椿の森（熊野神社）

椿の森（熊野神社）

87

86

85 84
82

81
80

73

72

74 76 75
77

79 78

88

コンビニ

島崎

北野

大武

両高北

落水

北辰中学入口

■営業時間：9:00～17:00(季節により変動あり）
■食事処：10:00～15:00
■休館日：第 1 月曜日及び年末年始※5 月・8 月は無休
■駐車場：あり

■営業時間：9:00～16:30
■休館日：毎週火曜日及び
　　　　  年末年始
■駐車場：あり

☎0258-72-2021

味
わ
う

地　酒

ガンジー
スイーツ

安岡正篤翁が名付けた「和楽互尊」の蔵元や「夏子
の酒」のモデルとなった蔵元などで有名。
新潟県では和島地域だけで飼育されているガンジー
牛の “ゴールデンミルク” を使った大人気スイーツ。

よりみちおすすめスポット ■観光のことなら
和島観光協会

（長岡市役所和島支所産業建設課内）
☎0258-74-3114

■バスのことなら
越後交通寺泊バスセンター
☎0258-75-3141

道の駅
良寛の里わしま
地域交流センター
もてなし家

☎0258-41-8110

お休み処
和らぎ家

☎0258-41-8900

■長岡市役所 和島支所（産業建設課）
〒949-4511
長岡市小島谷 3434-4
☎0258-74-3114
FAX/0258-74-3500

500m

和島地域良寛たずね道
案内マップ

N
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越
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交
通

本
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営
業

所
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光
の
こ
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☎
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長岡観光コンベンション協会
長

岡
観

光
案

内
所
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良寛さんはこんな人
（ふるさとに残る逸話より）

良寛が今もなお、ふるさとの人々に愛されているのはなぜだろう。
その人柄を示す逸話が語り継がれているからでしょうか。

分
水 

❖ 

良
寛 

月
見
の
松 

　江
戸
の
儒
者
亀
田
鵬
斎
が
文
化
６
年
か
ら
３

年
ほ
ど
越
後
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
。

　あ
る
秋
の
晴
れ
た
日
、
鵬
斎
が
良
寛
の
い
る

五
合
庵
を
訪
ね
、
良
寛
は
鵬
斎
の
好
物
で
あ
る

酒
を
買
い
に
出
た
。

　と
こ
ろ
が
、い
く
ら
待
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い

の
で
、
鵬
斎
が
山
路
を
下
り
迎
え
に
出
た
と
こ

ろ
、
五
合
庵
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
松
の
根
元
に

良
寛
が
腰
を
お
ろ
し
て
、
こ
う
こ
う
と
照
る
月

を
眺
め
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　「
良
寛
さ
ん
、
酒
は
・
・
」
と
声
を
か
け
る

と
、「
月
が
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
な
の
で
見
と

れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
言
い
、
あ
わ
て
て
酒

を
買
い
に
行
っ
た
。

与
板  

❖ 

ほ
た
る
の
良
寛

　父
・
以
南
の
生
家
が
あ
る
与
板
の
和
泉
屋
山

田
家
の
主
人
杜
皐
と
は
趣
味
の
俳
句
等
を
通
し

て
親
交
が
あ
り
、
良
寛
は
時
々
山
田
家
に
通
っ

て
い
た
。

　家
人
に
は
気
の
許
せ
る
『
お
よ
し
』
と
い
う

女
性
（
一
説
に
は
杜
皐
の
妻
）
が
お
り
、
夕
方
に

な
る
と
決
ま
っ
て
訪
ね
て
く
る
の
で
、
良
寛
を

『
ほ
た
る
』
だ
と
冗
談
を
言
い
な
が
ら
酒
を
振

る
舞
っ
た
。

　良
寛
は
そ
の
お
よ
し
を
妹
の
よ
う
に
可
愛

が
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
良
寛
に
次
の
歌

が
あ
る
。

寒
く
な
り
ぬ

　今
は
蛍
も

　光
な
し

黄
金
の
水
を

　誰
か
賜
わ
む

草
む
ら
の

　蛍
と
な
ら
ば

　宵
々
に

黄
金
の
水
を

　妹
た
ま
ふ
て
よ

　お
よ
し
宛
書
簡
三
種
に
は
互
い
を
気
使
う
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
逸
話
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

和
島

❖ 

貞
心
尼
と
の
出
逢
い

　貞
心
尼
が
良
寛
と
初
め
て
逢
う
こ
と
が
で
き
た

秋
の
日
、
二
人
は
夜
を
徹
し
て
語
り
明
か
し
た
。

　世
が
更
け
た
の
で
良
寛
は
こ
う
歌
っ
た
。

白
妙
の 

衣
手
寒
し 

秋
の
夜
の

月
半
空
に 

澄
み
渡
る
か
も

（
袖
の
あ
た
り
が
寒
く
な
り
、
秋
の
夜
も
更
け
て
き
た
、

月
が
空
の
中
ほ
ど
上
り
、
澄
み
渡
っ
て
い
る
）

　そ
れ
に
対
し
て
、
貞
心
尼
は
ま
だ
話
し
た
い

気
が
し
て
、こ
う
歌
っ
て
答
え
た
。

向
か
ひ
ゐ
て 

千
代
も
八
千
代
も 

見
て
し
が
な 

空
行
く
月
の 

こ
と
問
は
ず
と
も

（
向
か
い
合
っ
て
、こ
の
ま
ま
ず
っ
と
良
寛
さ
ま
の
お
顔
を

見
て
い
た
い
の
で
す
。
空
を
行
く
月
の
こ
と
な
ど
気
に
し

な
く
て
も
よ
い
で
は
な
い
で
す
か
）

出
雲
崎

❖ 

本
の
虫 

良
寛
の
少
年
時
代

　少
年
時
代
の
良
寛
（
栄
蔵
）
は
、
読
書
が
大
好

き
だ
っ
た
。

　あ
る
年
の
お
盆
の
夕
方
の
こ
と
。
毎
晩
、
本

を
読
ん
で
ば
か
り
い
る
栄
蔵
を
心
配
し
て
、
母

親
が
声
を
か
け
た
。「
た
ま
に
は
外
に
出
て
盆

踊
り
で
も
見
て
き
て
は
ど
う
で
す
か
」

　そ
の
声
に
お
さ
れ
る
よ
う
に
栄
蔵
は
部
屋
を

出
た
。

　し
ば
ら
く
し
て
、
母
親
は
庭
の
石
灯
籠
の
陰

に
怪
し
い
人
影
を
見
つ
け
た
。
す
わ
泥
棒
か
と

薙
刀
を
構
え
て
近
づ
く
と
、
そ
れ
は
石
灯
籠
の

灯
り
を
頼
り
に
し
て
、
論
語
を
一
心
に
読
む
栄

蔵
の
姿
で
あ
っ
た
。

寺
泊

❖ 

無
欲
な
良
寛
の
こ
こ
ろ

　越
後
に
帰
郷
し
た
ば
か
り
の
良
寛
は
、
寺
泊

の
郷
本
の
空
庵
を
借
り
て
住
ん
で
い
た
。

　あ
る
時
、
浜
辺
の
塩
焚
き
小
屋
が
火
事
に
な

り
、
犯
人
と
疑
わ
れ
た
良
寛
は
、
村
民
に
生
き

埋
め
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

　そ
こ
へ
通
り
か
か
っ
た
夏
戸
の
医
者
小
越
仲
民

の
と
り
な
し
で
、
良
寛
は
命
を
救
わ
れ
た
。
良

寛
を
連
れ
帰
っ
た
仲
民
は
、
生
き
埋
め
に
さ
れ

そ
う
に
な
っ
て
も
恬
淡
と
し
て
い
る
良
寛
に

「
な
ぜ
、
な
さ
れ
る
が
ま
ま
に
黙
っ
て
い
る
の

か
」
と
問
う
た
。

　良
寛
は
「
ど
う
し
よ
ば
、
皆
が
そ
う
思
い
こ

ん
だ
の
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
で
は
な
い
か
」
と

答
え
た
。

ぼ
う
さ
い

と
こ
う

ほ
た
る

し
ろ
た
え

こ
ろ
も
で

な
か
ぞ
ら

こ  

が
ね

よ
い
よ
い

い
も

い
し
と
う
ろ
う

お
ご
し
ち
ゅ
う
み
ん

て
ん
た
ん

な
つ
ど

ご
う
も
と

た

な
ぎ
な
た
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出

　雲

　崎

良寛の里案内パーク出雲崎

西照坊

良寛の古道

浄玄寺

良寛記念館

良寛と夕日の丘公園

石井神社

良寛堂

良寛堂から眺める佐渡

ちきりや跡

円明院

木戸跡

芭蕉園（敦賀屋跡）

北国街道妻入りの街並

北国街道妻入り会館

良寛逸話館

光照寺

大黒屋

道の駅 越後出雲崎 天領の里

代官所跡

獄門跡

蛇崩れの丘（旅立ちの丘）

双善寺

赤坂山公園

剣が峰

分

　水

国上寺

五合庵

本覚院と月見坂

乙子神社草庵

朝日山展望台と千眼堂吊り橋

道の駅 国上

夕ぐれの岡

菅原神社

阿部家

原田鵲斎旧宅跡

解良家

観照寺

大蓮寺

燕市分水良寛史料館

本町通り歌碑群

中村家

願王閣

心月輪の碑

与

　板

都野神社

与板十五夜まつり（開催日限定）

新木家跡

徳昌寺

維馨尼桜

弟由之隠栖遺跡

明元寺

蓮正寺

兼続お船ミュージアム(与板歴史民俗資料館)

良寛詩歌碑公園「いしぶみの里」

大坂屋河渡・和泉屋河渡

和泉屋山田家跡

三輪家別荘 楽山苑

まちの駅 よいた

新黒川水門良寛詩碑

大坂塔婆

塩之入峠と旧道

和

　島

山田家の桜

桐原石部神社

島崎橋良寛歌碑

床屋長蔵

豆腐屋九之助

桑原家

遍澄法師生家跡

木村家・庵室跡

隆泉寺・良寛墓碑

宇奈具志神社

妙徳寺

はちすば通り

良寛の里美術館

和らぎ家周辺歌碑群

もてなし家と道の駅 良寛の里わしま

池浦酒造

椿の森（熊野神社）

寺

　泊

西生寺

野積の太子岩（立岩）

魚の市場通り

ウォーキングロード

良寛の妹むらの墓（法福寺）

照明寺 密蔵院

照明寺から望む日本海

聚感園

大森子陽の墓

夏戸の本光寺

郷本空庵跡

さいしょうぼう

じょうげん じ

さいしょう じ

 のづみ　たいしいわ たていわ

こくじょうじ

ごごうあん

ほんがくいん　 つきみさか

おとご

　　　　　　　　　　せんがんどう

　　　　　くがみ

 つ の

 よいたじゅうご  や

あらき

とくしょうじ

 いきょうにざくら

　 ゆう しいんせい いせき

きりはらいそべ

　　　ちょうぞう

　　　　  く  のすけ

へんちょうほうし

りゅうせん じ

 う  な  ぐ  し

みょうとく  じ

やわ　　　  や

　　　　　　 や

みょうがん じ

れんしょうじ

   かねつぐ　せん

　　　　　　こう  ど

 いずみ　 や

み わ　　　　　 らくざんえん

おおさかとう  ば

しお の いりとうげ

すがわら

　　　 じゃくさい

 け  ら

かんしょうじ

だいれん じ

つばめし ぶんすい

がんのうかく

しんげつりん

　　　　　　　　　　　　  ほうふくじ

しょうみょうじ　 みつぞう いん

しゅうかんえん

おおもりしよう

なつど　  ほんこうじ

ごうもとくうあんあと

えんみょういん

ばしょうえん　つる が  や

ほっこくかいどうつま い

こうしょうじ

だいこくや

ごくもんあと

そうぜんじ
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